
 

 

 

国立市立国立第七小学校 

           平成２７年１月２６日 ＮＯ.７８（１７８） 

花ちゃん 「モンタ博士
は か せ

、この前
まえ

の冬
ふゆ

芽
め

について、続
つづ

きの 

質問
しつもん

ですが、みんな、皮
かわ

やサックなどをつけ 

ているのかな。何もつけないではだかのまま 

の葉
は

っぱが、むきだしになっている冬
ふゆ

芽
め

ってい 

うのもあるんだよね。」 

モンタ博士「そうだったね。アジサイなんかは、はだかんぼ 

だったね。それから、右
みぎ

のムラサキシキブと 

いうのを見てごらん。葉
は

っぱのすじが見
み

える 

だろう。そのすじは葉脈
ようみゃく

といって、 

葉
は

っぱの血管
けっかん

みたいなものさ。よく見
み

ると、 

すじの近
ちか

くにあったかそうな毛がいっぱいだ。」 

オー君  「なーるほど。それなら、きっとあったか 

だね。あれ、これは、トゲだらけの冬
ふゆ

芽
め

だね。 

何
なん

だろう。」 

花ちゃん 「ほんとだ。チクチクしていていたそうですね。」 

モンタ博士「よく見
み

つけたね。これは、タラノキさ。」 

オー君  「え！タダノキ？」 

花ちゃん 「ちがう、ちがう。タラノキよ。食
た

べられる 

      のよ。それはそれはおいしいんだから。」 

モンタ博士「春
はる

になるとね、芽
め

ぶいてね、てんぷらにするとおいしんだよ。山
やま

でとれて食
た

べ

られるものを山菜
さんさい

というけど、こいつはうまいね。ほんとだよ。」                

オー君  「えっ！食
た

べられるの。それなら、オー君
くん

にまかせてちょうだいな。また五感
ご か ん

を 

使
つか

って観察
かんさつ

できるぞ。これは楽
たの

しみだ。ねえ、モンタ博士
は か せ

！春
はる

になったら、 

山菜
さんさい

を取
と

りに行こうよ。」 

ムラサキシキブ（クマツヅラ科） 
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トチノキ（トチノキ科） 

 

 

 

モンタ博士「もちろんだよ。国立
くにたち

でも『ハケ』のあたりに行
い

けば、いろいろあると思
おも

うよ。

フキノトウ、タラノキ、コゴミなんかがあるといいね。」 

花ちゃん 「よーし！わたし、フキノトウを一番
いちばん

で見
み

つけるわ。まかせておいてね。」 

オー君  「うれしいな。楽
たの

しみだな。そんで、山菜
さんさい

をじょうずにたくさんとるための 

      『こつ』ってあるのかな。」 

モンタ博士「あるよ。あるよ。かんたんだよ。どこになにがあるかを、しっかりと覚えて

おけばいいのさ。たとえば、フキノトウならあそこ、コゴミならあそこ、 

それから・・・おっといけない。あまりしゃべらないほうがいいね。」 

花ちゃん 「そうですね。どこに何
なに

があるかは、ひみつにしておきましょう。城山
じょうやま

あたり 

に行
い

けば、もっといろいろとあるかもしれませんね。」 

オー君  「ところで、ぼくたち、冬
ふゆ

芽
め

の話
はなし

からずいぶんと脱線
だつせん

したみたいですね。」 

モンタ博士「あ！ごめん。ごめん。それじゃ、お話
はなし

をもとにもどしてと・・・。 

ところで、この冬
ふゆ

芽
め

をさわってごらん。」 

オー君  「この冬
ふゆ

芽
め

は、何枚
なんまい

も皮
かわ

をかぶっているよ。ちょっと 

      てかてかと光
ひか

ってるね。さわってみるか・・・。 

あれあれ！冬
ふゆ

芽
め

のまわりがべたべただ。」 

花ちゃん 「これは、何
なん

という木
き

ですか。」 

モンタ博士「これはトチノキさ。いろいろな冬
ふゆ

芽
め

があるけど、 

これだけは、まわりがべとべとしているだろう。 

 冬
ふゆ

は寒
さむ

さと同時
ど う じ

に乾燥
かんそう

するよね。植物
しょくぶつ

は水
みず

が 

なければ生
い

きていけないけど、トチノキは水分
すいぶん

 

がにげないように『ねばねばバリアー』があるということさ。」 

花ちゃん 「こうやって見
み

てみると、冬
ふゆ

芽
め

の形
かたち

というのはいろいろあるんですね。どれも、 

      みんな、寒
さむ

さをのりこえる工夫
く ふ う

をしているんですね。」 

オー君  「木
き

だって木
き

なりに、苦労
く ろ う

しているんだね。ぼく、感心
かんしん

しちゃった。」 

モンタ博士「そうさ。そのとおり。自然
し ぜ ん

の世界
せ か い

は本当
ほんとう

にうまくできているね。これからも 

      寒
さむ

いなんて言っていないで、元気
げ ん き

に外
そと

に飛
と

び出
だ

していろいろ発見
はっけん

しよう。」 

  


